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上 野 ス ク エ ア と は
「スクエア」とはまちの中心にある広場、オープンスペース。様々な通りが交わり、様々な人が
行き交う出会いの場所。東京文化資源区をひとつのまちとして捉えたとき、その 3km 圏のセン
ターに位置するのが上野界隈。上野には美術館や博物館など豊富な施設型文化資源があります
が、それらに加えて“ 文化と街”“上野を南から面白くする”を合い言葉に、上野の「街」の文化資源・
魅力 を掘り起こすべく「不忍池」「湯島天神」「広小路・御徒町」「アーツ千代田 3331」が囲む
エリアを「上野スクエア」と見立て、構想を練りました。東京文化資源区の中心で、多様な文
化が交わり、出会い、高め合う、そんな上野界隈への期待、希望、可能性を描こうとするものです。

懇 親 会
終了後 18:15 頃より、同会場内のホワイエにて、約 1 時間程度の懇親会
を開催します。応募フォームによる事前申込制、会費 3000円となります。

お申込フォーム

https://goo.gl/QbAH57

お申込は下記フォームより
先着順とさせて頂きます。
お早めにどうぞ。

東京大学本郷キャンパス
情報学環 福武ホール内
地下2階
ラーニングシアター

主催　東京文化資源会議
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至 根津駅

東京大学

情報学環
福武ホール

本郷キャンパス

至
東大前駅

至
本郷三丁目駅

15:30　 主旨説明

15:40　 プレゼンテーション
 『第二次上野スクエア構想の概要』 

16:10 パネルディスカッション
 『開かれた文化資源区：上野スクエアを活かす』

17:50 質疑応答

18:00 閉会

都市計画設計研究所／上野スクエア構想検討委員会 PM
東京大学助教／上野スクエア構想検討委員会 PM
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 今谷　秀和
 押見　守康
 隈　　研吾
 中島　直人
 中村　政人
 吉見　俊哉

大丸松坂屋百貨店 未来定番研究所長
湯島天満宮  宮司

建築家、東京大学教授
東京大学准教授／上野スクエア構想検討委員会座長

東京藝術大学教授
東京大学教授

司会

 伊藤　　滋 都市計画家／東京文化資源会議会長
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